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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第１四半期
連結累計期間

第66期
第1四半期
連結累計期間

第65期

会計期間  自　平成22年4月1日
 至　平成22年6月30日

 自　平成23年4月1日
 至　平成23年6月30日

 自　平成22年4月1日
 至　平成23年3月31日

売上高 (千円) 4,706,628 4,990,830 20,171,000

経常利益 (千円) 460,152 470,535 2,325,841

四半期(当期)純利益 (千円) 329,083 275,220 1,379,265

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 118,224 487,950 822,964

純資産額 (千円) 17,364,845 17,585,546 17,367,534

総資産額 (千円) 23,933,268 24,368,225 24,468,966

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 7.25 6.21 30.53

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.8 69.8 68.7

 (注) １.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 ２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３.第65期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

 ４.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第1四半期連結累計期間における我が国の経済は、東日本大震災の影響によるサプライチェーンの寸断

や電力供給不足により企業の生産活動は低迷、先行き不透明感に対する不安から企業の設備投資は中断・

延期、同様に個人消費は下振れし、厳しい状況を余儀なくされました。一方、世界経済は、アジア等の新興国

経済が引き続き力強く推移したものの、中国での金融引き締めやヨーロッパでの財政問題等により、経済成

長に減速感が出てまいりました。

　当業界においては、海外市場では新興国向けを中心に順調に推移しました。一方、国内市場では一部の製品

において復興に係る需要がありましたものの、震災の影響を受け生産の減少や消費の下振れにより厳しい

状況で推移しました。

　このような状況のなか、当社グループは海外を含めた有望市場の開拓・深耕に積極的に経営資源を投入

し、諸施策を実施してまいりました。新製品開発におきましては、圧縮機製品では新形給油式レシプロコン

プレッサを発売、真空機器製品ではガス回収用専用ポンプを、塗装機製品においては染色用エアーブラシや

「WIDER 61」形スプレーガン発売50周年記念モデルなどを投入いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高4,990百万円(前年同四半期連結累計期間対

比6.0％増)、営業利益357百万円(同14.5％減)、経常利益470百万円(同2.3％増)、四半期純利益275百万円(同

16.4％減)の増収減益となりました。これは主に製品別売上高構成が変化し売上原価率が0.9ポイント上昇

したことや販売費及び一般管理費率が0.8ポイント上昇したことによるものです。

①セグメントの業績　

セグメントの業績については、「第４経理の状況 １四半期連結財務諸表 注記事項」の（セグメント情

報等）に記載のため省略しております。

 ②製品別売上高は次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

製品区分

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間
前年同四半期比増減

平成22年４月１日～平成22年６月30日 平成23年４月１日～平成23年６月30日

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%) 増減額 増減率(%)

圧縮機 2,103,326 44.7 2,448,534 49.1345,20716.4

真空機器 444,384 9.4 359,737 7.2△84,647△19.0

塗装機器 1,875,295 39.9 1,859,903 37.3△15,391△0.8

塗装設備 283,621 6.0 322,654 6.4 39,033 13.8

計 4,706,628 100.0 4,990,830 100.0284,202 6.0
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(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、24,368百万円（前連結会計年度比0.4％減）となりました。その

うち、流動資産は12,862百万円（同2.6％減）となりました。これは、主に「受取手形及び売掛金」が419百

万円減少したことによるものです。固定資産は11,505百万円（同2.2％増）となりました。これは主に、「投

資有価証券」が134百万円増加したことなどによるものです。

  負債は6,782百万円（同4.5％減）となりました。流動負債は、4,178百万円（同6.9％減）となりました。

これは主に、「未払法人税等」が524百万円減少したことなどによるものです。固定負債は、2,604百万円

（同0.4％減）となりました。これは主に、「退職給付引当金」が51百万円減少したことなどによるもので

す。      

  純資産は、17,585百万円（同1.3％増）となりました。また、純資産より少数株主持分を除いた自己資本は

17,015百万円となり自己資本比率は前連結会計年度末の68.7％から69.8％と1.1ポイントの増加となりま

した。     

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めており、その

内容等(会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項)は次のとおりであります。

①基本方針

当社は創業以来、圧縮機・真空機器・塗装機器の専門メーカーとして成長してまいりました。「会社の

財務及び事業の方針の決定を支配する者」は、当社が永年にわたり蓄積した知識やノウハウを活用し、事

業規模の拡大・社会への貢献を実行することで、当社の企業価値を長期にわたり向上させ、株主共同の利

益の確保・向上に資すると考えております。

　上場会社として当社株式の自由な売買を認める以上、いわゆる「敵対的買収」であっても、企業価値・

株主共同の利益に資する者であれば、これを否定いたしません。当社株式の売却を行うか否かは、最終的

には当社株式を保有する株主の皆様の判断に委ねられるべきであると考えます。しかしながら、株式の大

規模買付の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益を著しく毀損するものもあります。当

社は、大規模買付行為の是非を株主の皆様が適切に判断するためには、大規模買付者から適切かつ十分な

情報が提供され、あわせて当社取締役会の意見等の情報が開示されて、検討のための時間が確保されてい

ることが必要と考えております。そのため、当社といたしましては、株主に適切に判断して頂く情報と時

間を確保することを目的として大規模買付行為に関するルールを導入いたしました。

②基本方針実現のための取り組み

（ａ）基本方針の実現に資する特別な取り組み

当社は、「収益に徹底して固執する」「次なる成長へ向けて事業規模の拡大に挑戦する」「困難な経

営課題の改革にスピードをもって取り組む」「社会的規範・環境保全を重視し、社会に貢献する」を基

本方針と定め、長期的成長に向けた基盤整備を進めてまいります。これらを実行することが、当社の企業

価値を長期にわたり向上させ、株主共同の利益の確保・向上に資すると考えております。

（ｂ）基本方針に照らして不適切な者が支配を獲得することを防止するための取組み

当社は、平成19年５月15日付の取締役会決議及び同年６月26日開催の第61期定時株主総会における株

主の承認により「当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）」（以下「本方針」とい

います。）を導入して以降、平成23年５月10日の取締役会議決議及び同年６月24日開催の第65期定時株主

総会における本方針継続の承認まで、毎年の取締役会議決議及び定時株主総会における本方針継続の承

認を得ております。

③具体的取り組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

　当社の経営計画は、当社の企業価値及び株主共同の利益の確保・向上を実現するための具体的方策とし

て策定された計画であり、また、本方針は、その内容において公正性・客観性が担保される工夫がなされ、

且つ、企業価値及び株主共同の利益の確保・向上を目的として導入された方針であり、いずれも当社の基

本方針に沿う内容であります。

　本方針は、当社株主の皆様が大規模買付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、現に当社

の経営を担っている当社取締役会の意見を提供し、更には、当社株主の皆様が代替案の提示を受ける機会

EDINET提出書類

アネスト岩田株式会社(E01554)

四半期報告書

 4/18



を確保することを目的としています。これにより、当社株主の皆様は、十分な情報のもとで、大規模買付行

為に応じるか否かについて適切な判断をすることが可能となり、そのことが当社の企業価値及び株主共

同の利益の確保・向上につながると考えます。従いまして、大規模買付ルールの設定は、当社株主及び投

資家の皆様が適切な投資判断を行ううえでの前提となるものであり、当社株主及び投資家の皆様の利益

に資すると考えております。

　また、本方針は、買収防衛策に関する指針の要件を完全に充足していること、当社の企業価値及び株主共

同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること、株主の合理的意思に依拠したものであるこ

と、独立性の高い社外者の判断を重視すること、合理的な客観的発動要件を設定していること、デッドハ

ンド型買収防衛策ではないこと等の理由により合理的であり、当社の会社役員の地位の維持を目的とす

る方針ではありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は99百万円です。その他に製品の改良・改造に使用し

た127百万円を製造経費としております。その総額227百万円となり、報告セグメントは全て日本です。

　

(5)生産、受注及び販売の実績

当第１四半期累計期間において、塗装設備製品の受注が38百万円となり、前年同四半期累計期間に比較

し79.4%の大幅な減少となりました。これは、東日本大震災等の影響により日本の設備投資が減少したこ

とによるものです。また、アジアにおける販売高が516百万円となり、前年同四半期累計期間に比較し

37.2%増加いたしました。これは、新興国の需要が増加したことによるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 189,290,000

計 189,290,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,365,50544,365,505
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
1,000株であります

計 44,365,50544,365,505― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月30日 ― 44,365,505 ― 3,354 ― 1,380

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 18,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 44,200,000 44,200 ―

単元未満株式 147,505 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 44,365,505 ― ―

総株主の議決権 ― 44,200 ―

(注)  当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成 23 年３月 31 日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
アネスト岩田株式会社

横浜市港北区新吉田町
3176番地

18,000 ― 18,000 0.04

計 ― 18,000 ― 18,000 0.04

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、青南監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,769,728 5,377,387

受取手形及び売掛金 3,576,390 ※３
 3,156,489

有価証券 100,000 －

商品及び製品 1,617,186 2,118,422

仕掛品 117,703 167,404

原材料及び貯蔵品 943,793 1,079,342

繰延税金資産 589,973 510,619

その他 513,044 476,963

貸倒引当金 △19,780 △23,863

流動資産合計 13,208,039 12,862,766

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,518,788 2,489,085

その他（純額） 2,974,065 3,109,104

有形固定資産合計 5,492,854 5,598,190

無形固定資産 217,451 208,634

投資その他の資産

投資有価証券 ※１
 3,599,038

※１
 3,733,749

繰延税金資産 847,562 778,146

その他 ※２
 1,132,957

※２
 1,216,276

貸倒引当金 △28,937 △29,538

投資その他の資産合計 5,550,621 5,698,634

固定資産合計 11,260,927 11,505,459

資産合計 24,468,966 24,368,225
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,870,554 2,233,542

短期借入金 ※４
 17,119

※４
 45,061

未払法人税等 589,472 65,089

賞与引当金 642,988 323,007

その他の引当金 268,827 233,787

その他 1,096,957 1,278,115

流動負債合計 4,485,920 4,178,603

固定負債

長期借入金 47,212 47,026

退職給付引当金 2,028,020 1,976,672

その他 540,278 580,376

固定負債合計 2,615,511 2,604,076

負債合計 7,101,432 6,782,679

純資産の部

株主資本

資本金 3,354,353 3,354,353

資本剰余金 1,380,380 1,380,380

利益剰余金 12,907,247 12,982,904

自己株式 △7,077 △7,601

株主資本合計 17,634,903 17,710,036

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △104,414 △77,825

為替換算調整勘定 △728,822 △616,565

その他の包括利益累計額合計 △833,237 △694,390

少数株主持分 565,868 569,900

純資産合計 17,367,534 17,585,546

負債純資産合計 24,468,966 24,368,225
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 4,706,628 4,990,830

売上原価 2,785,341 2,999,863

売上総利益 1,921,286 1,990,966

販売費及び一般管理費 1,502,565 1,633,096

営業利益 418,720 357,870

営業外収益

受取利息及び配当金 33,591 32,046

持分法による投資利益 38,249 40,614

その他 30,906 55,368

営業外収益合計 102,747 128,030

営業外費用

支払利息 1,227 1,475

為替差損 50,896 8,054

その他 9,192 5,835

営業外費用合計 61,315 15,365

経常利益 460,152 470,535

特別利益

投資有価証券売却益 45,280 －

貸倒引当金戻入額 374 －

その他 ※１
 34,431 －

特別利益合計 80,085 －

特別損失

固定資産除売却損 467 10,963

その他 3,200 2,367

特別損失合計 3,667 13,330

税金等調整前四半期純利益 536,569 457,204

法人税、住民税及び事業税 39,218 39,583

法人税等調整額 152,615 131,574

法人税等合計 191,833 171,157

少数株主損益調整前四半期純利益 344,735 286,046

少数株主利益 15,651 10,826

四半期純利益 329,083 275,220
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 344,735 286,046

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △158,140 26,589

為替換算調整勘定 △80,321 150,945

持分法適用会社に対する持分相当額 11,950 24,368

その他の包括利益合計 △226,511 201,903

四半期包括利益 118,224 487,950

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 177,200 414,066

少数株主に係る四半期包括利益 △58,976 73,883
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

※１　投資有価証券中の関連会社の株式 ※１　投資有価証券中の関連会社の株式

793,817千円 823,514千円

※２　その他の投資その他の資産中の関連会社の出資金 ※２　その他の投資その他の資産中の関連会社の出資金

314,674千円 333,131千円

　３　　　　　　――――――― ※３　受取手形割引高は、4,400千円であります。

※４　短期借入金

当社及び一部の連結子会社は運転資金の効率的な

調達を行うため、取引銀行15行と当座貸越契約及

び貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行

残高は次のとおりです。

当座貸越極度額及び貸出コミッ
トメントの契約額

10,094,656千円

借入実行残高 ―

借入未実行残高 10,094,656千円

 

※４　短期借入金

当社及び一部の連結子会社は運転資金の効率的な

調達を行うため、取引銀行15行と当座貸越契約及

び貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当第１四半期連結会計期間末の

借入未実行残高は次のとおりです。

当座貸越極度額及び貸出コミッ
トメントの契約額

10,128,877千円

借入実行残高 ―

借入未実行残高 10,128,877千円

 

　５　　　　　　――――――― 　５　偶発債務

　
在外子会社の賃貸借契約に対して次のとおり保証

を行っております。

　

ANEST IWATA DO BRASIL
EQUIPAMENTOS DE PINTURA
LTDA.

6,523千円

（ANEST IWATA DO BRASIL CONSULTORIA TECNICA

LTDA．より社名変更をしております。）
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(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

※１ 特別利益その他には、第一生命保険相互会社の

　　 株式会社化に伴い株式の割当を受けたことによる

     利益34,401千円を含みます。

１ 　　　　　　　　―――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 140,644千円 143,677千円

のれんの償却額 ― 1,173千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 226,998 5.0平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 199,562 4.5平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項はありません。

EDINET提出書類

アネスト岩田株式会社(E01554)

四半期報告書

14/18



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他（注） 合計
日本 ヨーロッパ アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,446,144493,491376,6264,316,262390,3654,706,628

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

553,76912,596 10,491576,857 6,422 583,280

計 3,999,914506,087387,1174,893,119396,7885,289,908

セグメント利益 476,32665,562 22,377564,267 7,920 572,187

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オーストラリア及びアメリカの現地

法人の事業活動であります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 564,267

「その他」区分の利益 7,920

セグメント間取引消去 △ 20,600

全社費用（注） △132,866

四半期連結損益計算書の営業利益 418,720

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他（注） 合計
日本 ヨーロッパ アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,604,511513,046516,6774,634,235356,5954,990,830

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

618,54822,516 24,286665,351 5,848 671,200

計 4,223,059535,562540,9645,299,586362,4435,662,030

セグメント利益又は
損失（△）

546,72533,543 26,401606,671△4,840 601,830

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、オーストラリア、ロシア、ブラジル及

びアメリカの現地法人の事業活動であります。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 606,671

「その他」区分の利益又は損失（△） △4,840

セグメント間取引消去 △59,427

全社費用（注） △184,532

四半期連結損益計算書の営業利益 357,870

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7円25銭 6円21銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 329,083 275,220

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 329,083 275,220

　　普通株式の期中平均株式数(株) 45,399,378 44,346,818

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

アネスト岩田株式会社

取締役会  御中

　

青南監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    平    　 修 　　  印

　
業務執行社員 　 公認会計士    齋    藤    敏    雄    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアネ
スト岩田株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アネスト岩田株式会社及び連結子会社の平成
23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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